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て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。

　　 国 立 国 会 図 書 館 月 報　　　　 平成19年 5月号（№554）

発 行 所　国 立 国 会 図 書 館 平成19年 5月20日発行　定価525円 　
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責 任 者　矢 部 明 宏　　　　 発　　売　社団法人日本図書館協会

 印 刷 所　株式会社丸井工文社　

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
ISBN 978-4-87582-653-8 本文　中性再生紙使用

国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
　　　　　　 電　話　03（3523）0812
　　　　　　 F A X　03（3523）0842
　　　　　　 E-mail　hanbai@jla.or.jp

〒100－8924　東京都千代田区永田町１－10－１

　　　　　　 電　話　03（3581）2331（代表）

　　　　　　 F A X　03（3597）5617

　　　　　　 E-mail　geppo@ndl.go.jp



M.メッテール　『印刷年報』（1719－41）

図 1
J. グーテンベルク、J. フスト、
L. コスター、A. マヌティウス、
J. フローベンの肖像画。
Jacobus Houbrakenの作品で
ある。
いずれもすでに存在していた
肖像画を模したもの。

図 2
J. E. Hodgkin（1829-1912）
の蔵書票。
I, E, hを組み合わせたモノ
グラムが見られる。

kihon arekore
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　M.メッテール　『印刷年報』（1719-41）
　本書は印刷本を刊行年順に並べるという試
みを初めて行なったもので、インキュナブラ学
の嚆矢である。著者M.メッテールはルーアン
生まれのフランス人で、新

ユ グ ノ ー

教徒であったため、
十代の頃、両親と共に英国へ移住した。名門
ウェストミンスター高

スクール

校からオックスフォー
ド大学に進み、1697年には修士号を得ている。
著書が多く、分野も古典学、聖書学、英文法な
ど多岐にわたっている。印刷史にも関心があ
り、フランス印刷史研究から始まって、本書の
ように全欧印刷史まで範囲も広い。これを可能

にしたのが当時の英国の古書収集熱である。
　彼はハーレイ親子、ペンブローグ伯のような膨大な蔵書を持つコレク
ター達と親しく、自身も本の収

コレクター

集家であった。こうした個人蔵書を基に
研究を進め、第 1巻が同じ新

ユ グ ノ ー

教徒であるPaul Vaillantの協力で1719年に
刊行された。このP. ヴァイアンもまた本の収

コレクター

集家で、兄弟で出版業を
営んでいた。本書表題紙中央に見られる帆船は彼らの商標で、高名な版
画家B. Picart（1632-1721）が彫ったものである。前頁図 1はグーテン
ベルク、フスト、コスターなど 5人の初期印刷者の肖像画であるが、こ
ちらはJ. Houbraken（1698-1780）の作品で、第 1巻の口絵として作ら
れた。当館本ではこれが第 4巻（1733）に付けられているが、この第 4
巻は表題紙には改訂第 1巻と記されており、第 1巻の増補と印刷都市や
印刷者名の索引が新たに作られた。第 4巻には前頁図 2の蔵書票が貼ら
れており、当館本はJohn Eliot Hodgkin（1829-1912）の旧蔵書である
ことが分かる。
　J. E. ホジキンはインキュナブラ、一

ブロードサイド

枚もの、古文書などの収
コレクター

集家で、
1902年にはRarioraと題して自らのコレクションの解説書を刊行した。
彼は約80点のインキュナブラを集め、本書のほかC. Wolf: Monumenta 
typographica（1740）などの古い印刷史研究書も多数収集している。彼
のコレクションは1914年にロンドンで売り立てられた。
　本書はインキュナブラだけを対象にしている訳ではなく、第 2～ 3巻
は1501年から57年の刊行物（付録として1558年から1664年のパリの刊行
物）を対象としているが、インキュナブラ研究書として有名で、1789年
にはウィーンでインキュナブラ部分の補遺が出された。 （折

おり

田
た

　洋
ひろ

晴
はる

）

Maittaire, Michel （1668-1747）　　　　　　　
　Annales typographici ab artis inventae　　　
origine ad annum MD [―MDCLXIV]　　　
Hagae-Comitum, etc. : I. Vaillant, etc., 1719-41.
5 v. in 6.　　　　　　　〈請求記号　WF3-37〉
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こ
の
度
、
図
ら
ず
も
国
立
国
会
図
書
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
、
将
来
に
新
し
い
希
望
を
も
っ
て
出
発
し
た
国
立
国
会
図
書
館
は
「
真
理
は
わ
れ

ら
を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
標
語
を
掲
げ
て
、
国
会
の
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
機
関
と
し

て
、
ま
た
、
我
が
国
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
、
今
日
ま
で
約
六
〇
年
間
、
多
く
の
こ

と
を
成
し
と
げ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
当
館
の
創
立
一
〇
〇
周
年
ま
で
の
こ
れ
か
ら

の
四
〇
年
間
を
展
望
し
ま
し
た
と
き
、
当
館
の
標
語
に
倣
っ
て
言
い
ま
す
と
、
私
は
日
本

の
図
書
館
界
の
標
語
と
し
て
「
知
識
は
我
ら
を
豊
か
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
今
日
ま
で
科
学
技
術
を
基
盤
と
し
て
、
皆
が
営
々
と
努
力
し
、
進
歩
発
展
と
い

う
概
念
に
支
え
ら
れ
て
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
一
世
紀
に
入
っ
て
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
豊
か
な
文
明
を
築
い
て
き
た
一
方
で
、
地
球
環
境
問
題
、
食
糧
・
資
源
・
エ

就任挨拶
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ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
人
口
問
題
な
ど
、
多
く
の
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
来
て
い
る
の

に
気
づ
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
間
に
こ
う
い
っ
た
深
刻
な
問
題
を

解
決
す
る
と
と
も
に
、
実
現
す
べ
き
真
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
真
剣
に
追
求
し
て
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、
日
本
が
世
界
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、最
も
大
切
な
こ
と
は
、日
本
の
文
化
、日
本
人
の
心
の
本
質
と
い
っ
た
も
の
（
す

な
わ
ち
、
日
本
の
知
、
知
識
）
を
我
々
が
よ
り
良
く
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
価
値
が
世
界
に
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可

能
で
平
和
な
地
球
、
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
専
門
的
知
識
は
技
術
を
創
造
し
、
社
会
経
済
を
発
展
さ
せ
ま
す
が
、
広
い
豊
か
な
知

識
は
よ
り
良
い
文
化
を
創
り
出
し
、
人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
原
動
力
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
知
識
の
宝
庫
で
あ
る
図
書
館
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。
そ
し
て
そ
の
活
動
に
は
、
ま
す
ま
す
広
い
多
様
な
も
の
が

求
め
ら
れ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
国
立
国
会
図
書
館
は
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
図
書
館
と
協
力
し
て
、
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
方
向
に
対
し
て
最
善
の
努
力
を
払
い
、
こ

れ
を
先
導
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
対
し
て

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
（
な
が
お　

ま
こ
と　

国
立
国
会
図
書
館
長
）

 

＊
題
字
と
も

就任挨拶
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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
六
日
か
ら
一
二
月
二
日
ま
で
ネ

パ
ー
ル
へ
の
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
、
ネ
パ
ー

ル
国
立
公
文
書
館
、
ネ
パ
ー
ル
国
立
博
物
館
、
ア
サ
古
文
書
館
等
の

機
関
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。
各
機
関
訪
問
の
目
的
は
、
ネ
パ
ー

ル
国
立
図
書
館
に
対
す
る
資
料
保
存
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
の
状

況
確
認
、
ア
サ
古
文
書
館
の
新
設
収
蔵
庫
の
内
装
と
貴
重
資
料
保
存

対
策
へ
の
助
言
お
よ
び
ネ
パ
ー
ル
国
立
公
文
書
館
、
ネ
パ
ー
ル
国
立

博
物
館
の
施
設
の
見
学
と
資
料
の
保
存
状
況
調
査
・
助
言
等
で
あ
る
。

　

心
配
さ
れ
て
い
た
政
情
不
安
の
影
響
も
な
く
、
ま
た
、
こ
の
時
期

の
ネ
パ
ー
ル
は
乾
季
に
当
た
り
好
天
が
続
い
た
た
め
、
順
調
に
任
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

１　

ネ
パ
ー
ル
と
の
保
存
協
力
の
経
緯

　

当
館
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ア
ジ
ア
各
国
と
の
資
料
保
存
協
力
活
動
を
推
進

し
て
き
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
三
年
度
に
村
山
隆
雄
セ
ン

タ
ー
長
（
当
時
）
が
ネ
パ
ー
ル
に
出
張
し
、
国
立
図
書
館
等
の
資
料

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
平
成
元
年
か
ら
国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア
活
動
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、「
保
存
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平
成
元
年
策
定
、
平
成
一
八
年
改
定
）
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
資
料
保
存
活
動
促
進
の

た
め
に
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
一
八
年
度
は
、
八
月
一
六
、一
七
の
両
日
、
東
京
本
館
の
新
館
講
堂
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
ソ
ウ
ル
大
会
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
料
保
存
」
を
開
催
し
、各
国
の
資
料
保
存
専
門
家
に
よ
る
講
演
を
通
じ
て
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
料
保
存
の
実
態
お
よ
び
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
存
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
喚
起
し

た
（
本
誌
五
四
八
（
平
成
一
八
年
一
一
月
）
号
参
照
）。
そ
の
外
に
当
館
が
取
り
組
ん
だ
お
も
な
活
動
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ネ
パ
ー
ル
と
の
資
料
保
存
協
力
の
現
況―

ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告―

 

井
坂　

清
信

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
国
際
的
な
保
存
協
力
活
動

　
―

平
成
一
八
年
度
の
活
動
か
ら―
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保
存
状
況
調
査
と
資
料
保
存
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。
特

に
国
立
図
書
館
に
対
し
て
は
、
同
国
内
の
他
の
機
関
へ
の
波
及
効
果

を
期
待
し
て
、
調
査
結
果
を
も
と
に
予
防
的
資
料
保
存
対
策
を
提
言

し
た
（
本
誌
五
二
二
（
二
〇
〇
四
年
九
月
）
号
参
照
）。

　

二
〇
〇
四
年
度
に
は
、
同
館
に
資
料
保
存
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
面
で

核
と
な
る
職
員
を
養
成
す
る
目
的
で
、
同
館
か
ら
バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
受
託
研
修
生
と
し
て
来
日
し
、約
一
か
月
半
に
わ
た
り
、

主
に
当
館
に
お
い
て
資
料
保
存
を
中
心
に
、
幅
広
い
内
容
の
研
修
を

受
け
た
（
本
誌
五
二
八
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
号
参
照
）。

２　

ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
の
資
料
保
存
の
現
況

　

タ
パ
館
長
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
氏
は
じ
め
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
図
書
館
、

ケ
イ
シ
ャ
ー
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
等
か
ら
約
一
〇
名
が
参
加
し

て
懇
談
し
、先
の
村
山
セ
ン
タ
ー
長
（
当
時
）
の
提
言
に
つ
い
て
、一

点
ず
つ
達
成
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
図
書
館
の
建
物

の
新
築
と
い
っ
た
大
き
な
予
算
措

置
を
伴
う
こ
と
や
中
性
紙
使
用
、

防
災
計
画
と
い
っ
た
他
の
機
関
と

の
協
力
を
必
要
と
す
る
対
策
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
実
現
は
難
し

そ
う
で
あ
る
が
、
光
対
策
と
し
て

の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
塵
埃
対
策

と
し
て
の
清
掃
、
利
用
者
教
育
と

し
て
の
館
内
掲
示
等
々
の
予
防
的
保
存
措
置
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

い
ろ
い
ろ
と
試
み
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
タ
パ
館
長
か
ら
は
、
村
山
セ
ン
タ
ー
長
（
当
時
）
の
提
言

や
講
演
の
影
響
が
国
内
の
他
の
機
関
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
感
謝
の
意
が
表
明
さ
れ
た
。

３　

ア
サ
古
文
書
館
主
催
セ
ミ
ナ
ー
で
の
提
言

　

ア
サ
古
文
書
館
は
民
間
の
機
関
で
あ
る
が
、
古
く
て
貴
重
な
写
本

を
大
量
に
所
蔵
し
て
い
る
。
先
に
は
「
仏
教
資
料
文
庫
」、
そ
し
て

現
在
は
「
ア
ジ
ア
文
化
財
保
存
修
復
会
」
と
い
う
日
本
の
民
間
団
体

が
、
同
館
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
携
わ
っ
て
き
て

い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
三
月
、貴
重
な
写
本
の
収
蔵
庫
の
外
回
り
が
完
成
し
、

そ
の
内
装
工
事
を
す
る
に
当
た
っ
て
当
館
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
求
め
ら

れ
た
。
同
館
に
よ
っ
て
「
図
書
館
資
料
の
保
存
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

セ
ミ
ナ
ー
が
企
画
さ
れ
、
筆
者
が
、「
貴

重
書
庫
の
適
切
な
様
態
と
保
存
対
策
」
と

題
す
る
ペ
ー
パ
ー
を
発
表
し
て
、
当
館
の

貴
重
書
庫
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
代
表

的
な
貴
重
資
料
所
蔵
機
関
の
書
庫
の
様
態

と
保
存
対
策
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
空

調
設
備
の
な
い
同
館
に
対
し
て
、
塵
埃
や

害
虫
等
の
侵
入
防
止
策
の
必
要
性
、
内
装

や
書
棚
・
収
納
箱
へ
の
木
材
の
使
用
、
雨

ネパール国立図書館での懇談会風景
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期
の
湿
度
対
策
と
し
て
除
湿
器
・

扇
風
機
の
使
用
、
調
湿
紙
の
活

用
等
の
提
言
を
し
た
。

　

最
後
に
、
同
館
の
Ｐ
． 

Ｒ
．

ト
ラ
ダ
ー
ル
理
事
長
が
、
ネ
パ
ー

ル
の
風
土
に
適
し
た
内
装
を
検
討

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
、
セ

ミ
ナ
ー
を
締
め
く
く
っ
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
国
立
図
書
館
を
は

じ
め
と
す
る
約
一
五
機
関
か
ら
二
〇

名
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

訪
問
し
た
各
機
関
共
、
資
料
保
存
に
対
し
て
は
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
ま
だ
修

復
専
門
家
が
不
足
し
て
お
り
、
修
復
の
た
め
の
教
育
も
不
十
分
な
状

態
に
あ
る
ら
し
く
、
複
数
の
機
関
か
ら
研
修
生
の
受
入
れ
や
保
存
関

係
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
体
的
に

施
設
整
備
の
た
め
の
資
金
や
器
材
・
薬
品
等
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
日
本
の
協
力
・
援
助
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。
今
後
の
保

存
協
力
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

＊
今
回
の
出
張
に
際
し
て
は
、
訪
問
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び
通
訳
等
で
、
仏

教
資
料
文
庫
の
高
岡
秀
暢
、
東
豊
久
両
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
い
さ
か　

き
よ
の
ぶ　

収
集
部
資
料
保
存
課
長
）

アサ古文書館内修復作業風景

ネパール国立公文書館所蔵

の日本関係資料について

　2006年は日本とネパール
の国交が結ばれて50周年の
記念の年であった。国交樹立
後まだ日が浅いこともあり、
まとまった日本関係資料を
所蔵している機関は見当た
らず、唯一国立公文書館で、
70年程前に受け入れたとい
う和装の仏書275点の所蔵が
確認できた。簡単なリストが
作られており、資料の保存状
態はきわめて良好であった。
この資料群は、チベットへの
途次ネパールに立ち寄った
河口慧海（1866―1945）の寄
贈本である可能性が高いが、
さらに詳細な検討を要する。

ネパール国立公文書館
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一
月
の
北
京
は
予
想
し
た
よ
り
も
ず
っ
と
暖
か
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
た
め
の
建
設
工
事
が
い
た
る
所
で
目
に
付
い
た
。
北
京
名
物
の

自
転
車
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
、
道
路
は
ど
こ
も
車
で
渋
滞
し
て
い

た
。郊
外
か
ら
マ
イ
カ
ー
通
勤
す
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

年
明
け
早
々
の
一
月
一
七
、一
八
日
に
、
標
記
会
議
が
中
国
国
家
図

書
館
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
会
議
は
、平
成
一
六
年
一
一

月
開
催
の
日
中
韓
資
料
保
存
会
議
（
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
主
催
）

お
よ
び
平
成
一
七
年
一
二
月
開
催
の
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ（
以

下
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議
（
国
立
国
会
図
書
館
主
催
）
に

続
く
も
の
で
、
当
館
か
ら
は
収
集
部
司
書
監
齋
藤
友
紀
子
（
Ｐ
Ａ
Ｃ

ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
）（
当
時
）
と
同
部
資
料
保
存
課
課
長
補

佐
の
小
林
直
子
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
資
料
保
存
分
科
会
常
任
委
員
）
が
参
加

し
た
。
外
国
か
ら
の
参
加
者
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
と
日
韓
の

国
立
図
書
館
か
ら
二
名
ず
つ
の
計
五
名
、
主
催
館
側
は
資
料
保
存
に

携
わ
る
職
員
が
多
数
参
加
し
た
。
一
日
目
は
政
策
的
な
問
題
、
二
日

目
は
資
料
保
存
の
実
務
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
忌
憚

の
な
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た（
写
真
1
）。
な
お
、会
議
に
先
立
っ
て
、

中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
の
書
庫
と
修
復
セ
ン
タ
ー
を
、
会
議

終
了
後
に
、
故
宮
博
物
院
の
関
連
施
設
を
見
学
し
た
（
写
真
2
）。

全
体
会
議
（
一
七
日
）

　

陳
力
Ｐ
Ａ
Ｃ
中
国
地
域
セ
ン
タ
ー
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
後
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
バ
リ
ラ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
が
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
の
三
地
域
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
前
年
一
〇
月
に
策
定
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
戦
略
計

画
二
〇
〇
六

－

二
〇
〇
八
」
に
基
づ
き
、
今
後
二
年
間
の
活
動
に

つ
い
て
要
望
お
よ
び
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
齋
藤

が
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
地
域
セ
ン
タ
ー
行
動

計
画
二
〇
〇
六

－

二
〇
〇
八
（
案
）」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の

行
動
計
画
は
、
一
年
前
の
セ
ン
タ
ー
長
等
会

議
で
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
当
館
が
原
案
を

作
成
し
、
オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

セ
ン
タ
ー
長
コ
リ
ン
・
ウ
ェ
ッ
ブ
氏
（
会
議

は
欠
席
）
と
事
前
協
議
の
上
、
両
セ
ン
タ
ー

の
共
同
提
案
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
国
際
セ
ン
タ
ー
長
は
そ
の
場
で
了
承
し

た
が
、
中
国
側
は
検
討
後
回
答
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
防
災
計
画
に
関
す
る
質
疑
の
後
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
関
係
の
議
題
は
終
了
し
、
中
国
お
よ

写真 1

齋
藤　

友
紀
子

小
林　

直
子

国
際
図
書
館
連
盟
資
料
保
存
コ
ア
活
動
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

　

ア
ジ
ア･

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
会
議
お
よ
び
日
中
韓
資
料
保
存
会
議

　
　
　

―
ア
ジ
ア
に
お
け
る
資
料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
向
け
て
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び
韓
国
の
発
表
に
移
っ
た
。

　

ま
ず
、
中
国
国
家
図
書
館
の

張
志
清
善
本
特
蔵
部
長
が
「
中
国
に
お

け
る
古
典
籍
保
存
の
た
め
の
歴
史
的
好

機
」
と
題
し
て
、
中
国
の
古
典
籍
保
存

の
現
状
と
問
題
点
、
こ
れ
ら
を
改
善
す

る
た
め
の
新
た
な
国
家
的
事
業
で
あ
る

「
中
国
古
典
籍
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
次
に
、
韓
国
国

立
中
央
図
書
館
の
宣
明
順
主
題
情
報
部

長
が
「
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
資
料
保
存
の
現
状
と
将
来
計
画
」

と
題
し
て
、
同
館
が
こ
こ
数
年
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
資
料
保

存
の
た
め
の
基
盤
整
備
と
そ
の
成
果
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
両
報
告
に
関
連
し
て
、
中
国
の
古
典
籍
の
電
子
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
韓
国
の
伝
統
的
燻
蒸
方
法
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

専
門
テ
ー
マ
討
論
会
（
一
八
日
）

　

二
日
目
は
、
日
中
韓
の
資
料
保
存
実
務
担
当
者
が
各
館
の
活
動
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
最
初
に
、
中
国
国
家
図
書
館
の
杜
偉
生
善
本
特

蔵
部
図
書
修
復
組
副
組
長
が
二
〇
〇
三
年
に
実
施
し
た
西
夏
文
献
の

修
復
作
業
に
つ
い
て
、
次
い
で
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
玄
恵
媛

保
存
修
復
専
門
官
が
二
〇
〇
五
年
に
寄
贈
さ
れ
た
著
名
な
作
詞
・
作

曲
家
黄
文
平
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
楽
譜
、
手
稿
等
）
の
修
復
作
業
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
最
後
に
、
小
林
が
「
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け

る
資
料
群
の
保
存
対
策
へ
の
取
組
み
」
と
題
し
て
、
当
館
が
実
施
し

て
き
た
予
防
的
保
存
対
策
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

前
日
と
同
様
、
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
は
蘇
品
紅
古
籍
館
副
館
長

（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
資
料
保
存
分
科
会
常
任
委
員
）
他
、
善
本
特
蔵
部
の
関

係
職
員
二
〇
数
名
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。
各
報
告
へ
の
質
疑
応
答
に

と
ど
ま
ら
ず
、
各
館
に
お
け
る
具
体
的
な
保
存
技
術
や
予
防
的
保
存

対
策
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
も
、
活
発
で
実
質
的
な
意
見
交
換
・
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
厳
向
東
国
際
交
流
処
長
が
全
体
を
総
括
し
、
国
際
セ
ン

タ
ー
長
が
地
域
単
位
で
会
合
を
持
つ
こ
と
の
意
義
を
称
え
て
二
日
間

に
わ
た
る
会
議
は
終
了
し
た
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
地
域
セ
ン
タ
ー
の
今
後
二
年
間
の
行
動

計
画
は
二
月
初
め
に
確
定
し
た
。
二
〇
〇
四
年
以
降
Ｐ
Ａ
Ｃ
地
域
セ

ン
タ
ー
は
六
か
ら
一
二
に
増
え
、
中
南
米
に
は
四
つ
の
、
ア
フ
リ
カ

に
は
二
つ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
が
存
在
す
る
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
新

規
の
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
地
域
内
に
お
け
る
情

報
の
共
有
と
活
動
の
調
整
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。
行
動
計
画
策
定
は
そ
の
た
め
の
一
歩
で
あ
る
。

　

帰
路
、
空
港
へ
向
か
う
道
路
で
「
環
境
を
破
壊
し
て
か
ら
直
す
の

で
は
な
く
、
破
壊
し
な
い
よ
う
に
努
め
よ
う
。」
と
い
う
趣
旨
の
看

板
を
目
に
し
た
。
こ
れ
は
資
料
保
存
に
も
通
じ
る
考
え
方
で
、
中
国

国
家
図
書
館
も
予
防
的
保
存
対
策
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
る
。
今

回
報
告
し
た
当
館
の
経
験
が
そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

（
さ
い
と
う　

ゆ
き
こ　

国
際
子
ど
も
図
書
館
長
）　　
　

 

（
こ
ば
や
し　

な
お
こ　

収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐
）

＊ 
な
お
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
（
英
文
）
は
、
中
国
国
家
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。http://w

w
w
.nlc.gov.cn/en/services/

iflapac_chinacenter/conf.htm

　
（last access 2007. 4.27

）

写真 2
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第
三
六
回
日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
は
、
平
成
一
九
年
三
月
一
四
日
午

後
一
時
半
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）
に
お
い
て
七
名
の
委
員

の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
黒
澤
館
長
（
当
時
）、
生
原

副
館
長
、
幹
事
と
し
て
松
橋
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
（
当
時
）、
大
山
議

会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任
等
七
名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
館
長
お
よ
び
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

館
長
か
ら
今
年
一
月
に
委
員
を
委
嘱
し
た
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
の

岩
谷
十
郎
氏
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
議
事
に
入
り
、
大
山
幹
事
が
、
平
成
一
九

年
一
月
二
二
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
を
開
始
し
た
『
日
本
法
令
索

引
〔
明
治
前
期
編
〕』（http://dajokan.ndl.go.jp/

）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
構
成
お
よ
び
検
索
機
能
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
同

索
引
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
官
制
沿
革
表
」
を
作
成
し
た
浅
古
委
員
、
同
じ

く
解
説
と
し
て
「
明
治
太
政
官
期
法
令
の
世
界
」
を
執
筆
し
た
岩
谷
委
員
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
他
と
し
て
、
審
議
会
の
議
事
録
の
要
旨

を
公
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
委
員
か
ら
、
法
令
名
の
採
録
が
旧
法
令
編
と
明
治
前
期
編
と
で
異

な
る
法
令
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
明
治
前
期
に
は
複
数
の
法
令
を
ま
と

め
て
周
知
し
た
例
が
あ
り
、
明
治
前
期
編
で
は
改
廃
経
過
を
個
別
に
付
与
す

る
関
係
上
分
割
し
て
採
録
せ
ざ
る
を
得
ず
、
法
令
名
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ

た
と
事
務
局
か
ら
答
え
た
。

 

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
）

日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
委
員

 

（
平
成
一
九
年
三
月
一
四
日
現
在
）

委
員
長

　

角
田
禮
次
郎

 

（
元
最
高
裁
判
所
判
事
）

委
員
長
代
理

　

小
玉　

正
任

 

（
元
国
立
公
文
書
館
長
）

委　

員

　

浅
古　

弘

 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

　

浅
野　

一
郎

 

（
元
参
議
院
法
制
局
長
）

　

岩
谷　

十
郎

 

（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）

　

筧　
　

榮
一　
（
欠
席
）

 

（
元
検
事
総
長
）

　

利
谷　

信
義

 

（
東
京
家
政
学
院
大
学
長
）

　

和
田　

文
雄

 

（
元
衆
議
院
法
制
局
長
）

第
三
六
回　

日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
の
開
催
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国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
一
九
年
三
月
一
日
、
二
日
の
両
日
、

東
京
本
館
に
お
い
て
、
標
記
研
修
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
公
共
図
書
館
お
よ
び
大
学
図
書
館
に
お
い
て
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
担
当
す
る
中
堅
職
員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

今
回
が
四
回
目
の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
、
公
共
図
書
館
一
五
名
、

大
学
図
書
館
一
三
名
、
計
二
八
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

一
日
目
は
、
は
じ
め
に
、
齋
藤
泰
則
明
治
大
学
文
学
部
助
教
授
を

講
師
に
迎
え
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ

い
て
概
観
し
た
。
続
い
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成

の
理
論
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
事
前
に
提
出
し
た
課
題
の
分
析
も
交

え
つ
つ
、
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
主
題
情
報
部
人
文
課
職
員
が
、

人
文
科
学
系
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
を
、
当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
紹
介
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
、
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
職
員
が
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
源
の
活
用
や
選
択
の
基

準
、
図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
際
の
方
針
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
続
い
て
、
同
課
職
員
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
作
成
の

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
や
事
例
の
活
用
方
法
を
、「
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
注
）
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、研
修
の
ま
と
め
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

参
加
者
が
事
前
に
提
出
し
た
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
質
問
へ
の
回
答
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
・
課
題
を

ま
と
め
た
も
の
等
を
題
材
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

効
果
的
な
使
い
方
や
、検
索
戦
略
を
構
築
す
る
際
の
留
意
点
、レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
検
討
・
発
表

を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
に
対
し
て
、
齋
藤
講
師
と

当
館
職
員
講
師
か
ら
講
評
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
前
年
度
好
評
で
あ
っ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録

の
作
成
に
つ
い
て
の
科
目
を
継
続
す
る
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
源
を
テ
ー
マ
と
す
る
科
目
を
新
設
し
た
。
終
了
時
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
演
習
の
時
間
が
足
り
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
っ

た
が
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
、
最
新
の
動
向

も
ふ
ま
え
て
解
説
さ
れ
、
役
立
っ
た
」「
実
務
に
即
し
た
生
の
声
も

聞
か
れ
、
具
体
的
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
館
の
事

例
や
、
意
見
・
考
え
方
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。

（
注
）
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

http://crd.ndl.go.jp/jp/library/guideline.htm
l

を
参
照
。

 

（
関
西
館
図
書
館
協
力
課
）

平
成
一
八
年
度
レ
フ
�
レ
ン
ス
研
修
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【
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ー
ト
ン
氏
】

　

資
料
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部

長
を
経
て
、
一
九
九
九
年
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館

長
を
つ
と
め
る
。Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ（
国

立
図
書
館
長
会
議
）
議
長
、
Ｒ

Ｌ
Ｇ（
研
究
図
書
館
グ
ル
ー
プ
）

理
事
会
理
事
を
歴
任
。

■
講
演
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
国
立
図
書
館
経
営

　
　
　

に
お
け
る
課
題
」
■
■
■

◎
二
〇
〇
六
‐
二
〇
〇
八
戦
略
計
画

　

Ｎ
Ｌ
Ａ
は
、
今
日
の
情
報
化
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
に
と
っ
て
今

日
性
を
持
っ
た
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
重
要

な
の
は
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
。
図

書
館
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
が
、
日
々
の

活
動
に
お
け
る
力
点
や
運
営
の
方
法
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。
三

年
ご
と
に
戦
略
計
画
を
定
め
て
い
る
が
、
今
回
は
策
定
に
当
た
り

若
い
職
員
か
ら
も
技
術
の
進
展
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
。
二
〇
〇
六

－

二
〇
〇
八
戦
略
目
標
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
簡
素
化
・
統
合
化
す
る
こ
と

で
学
習
と
知
識
の
創
生
を
助
け
る
こ
と
、
知
識
を
収
集
・
共
有
・
記
録
・

普
及
・
保
存
す
る
新
し
い
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

◎
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
活
動

　

Ｎ
Ｌ
Ａ
で
は
一
九
九
六
年
か
ら
、
国
内
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
物
の
選

択
的
収
集
を
行
う
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
他
機
関
と
共

同
で
進
め
て
お
り
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
非
営

利
団
体
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
連
携
に
よ
り
、

国
内
ウ
ェ
ブ
ド
メ
イ
ン
の
網
羅
的
な
収
集
も
年
一
度
行
っ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
録
音
資
料
や
画
像
等
に
重
点
を
置
い

て
き
た
が
、新
聞
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
も
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

協
力
・
連
携
や
利
用
者
参
加
の
取
組
み
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

（
国
際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
へ
の
参
加
に
よ

る
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
た
め
の
技
術
開
発
等
に
お
け
る
連
携
、
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
と
提
携
し
て
の
画
像
投
稿
の
仕
組
み
、
利
用
者
に
よ
る

注
釈
付
与
の
試
み
等
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
、一
〇
〇
の
図

書
館
が
参
加
し
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
総
合
目
録
（Libraries 

A
ustralia

）
で
は
、
図
書
館
か
ら
の
貸
出
し
や
複
写
以
外
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
書
店
で
の
購
入
と
い
う
選
択
肢
も
利
用
者
に
用
意
さ
れ
て
い

　

平
成
一
九
年
二
月
二
五
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
（N

ational Library of A
ustralia, 

Ｎ
Ｌ
Ａ
）
の
館
長
、

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ー
ト
ン
氏
（M

s. Jan Fullerton

）
を
招
へ
い
し
、
講
演
会
と
当
館
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

フ
ラ
ー
ト
ン
館
長
は
滞
在
中
、
東
京
本
館
、
国
会
分
館
（
議
事
堂
も
含
む
）、
国
際
子
ど
も
図
書
館
お
よ
び
関
西
館
の
視
察
を
行
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
長
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ー
ト
ン
氏
招
へ
い
の
概
要
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る
。
そ
の
他
、
商
業
的
な
も
の
を
含
む
他
機
関
と
の
連
携
、
国
際
的
活

動
へ
の
参
画
等
、
協
力
の
重
要
性
を
示
す
多
く
の
例
が
挙
げ
ら
れ
た
。

◎
企
画
の
重
要
性

　

紙
資
料
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
均
衡
を
は
か
り
な
が
ら
図
書
館
が
組
織

と
し
て
進
歩
し
続
け
る
た
め
に
は
、
企
画
が
重
要
で
あ
る
。
バ
ラ
ン

ス
ト
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
方
式
に
よ
っ
て
組
織
の
活
動
全
体
の
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
画
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
を
重
視
し
て
お
り
、

初
期
の
段
階
か
ら
幅
広
い
層
の
職
員
が
チ
ー
ム
と
し
て
関
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
知
識
・
経
験
を
活
用
し
最
大
限
の
効
果
を
得
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
活
動
は
重
要
だ
が
、
図
書
館
は
本
来
人
類
に
貢

献
す
る
た
め
に
あ
り
、
技
術
は
そ
れ
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
講
演
は
し
め
く
く
ら
れ
た
。

■
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会

　

「
ウ
ェ
ブ
情
報
の
収
集
・
保
存
・
提
供
」
■
■
■

　

懇
談
会
は
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
幹
部
職
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
。
ま
ず
Ｎ
Ｌ
Ａ
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
を
中
心
と
す
る
取
組
み
と
課

題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
ウ
ェ
ブ
情
報
収
集
の
法
制
化

　

選
択
的
収
集
に
は
一
件
ず
つ
許
諾
が
必
要
で
あ
り
、
法
制
化
が
望
ま

れ
る
。
日
本
同
様
、
実
現
の
た
め
に
は
社
会
の
関
心
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。
現
行
の
事
業
に
対
し
て
政
府
等
の
支
援
は
あ
る
が
、
法
制
化
実

現
の
た
め
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
統
計
等
は
永
続
的

に
保
存
す
る
な
ど
、
重
要
度
に
よ
り
選
択
的
ま
た
は
包
括
的
に
収
集
を

行
う
と
い
う
の
が
現
在
の
考
え
方
で
あ
る
。

◎
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
推
進
体
制

　

収
集
対
象
は
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
基
準
に
応
じ

て
選
択
を
行
い
、
質
の
高
い
収
集
が
で
き
て
い

る
。
た
だ
、
も
う
少
し
人
手
を
減
ら
し
た
包
括

的
な
形
に
し
て
い
き
た
い
。
運
用
は
組
織
全
体

の
一
部
と
し
て
、
あ
る
程
度
日
常
業
務
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
今
ま
で
図
書
館
が
培
っ
て
き

た
知
識
や
経
験
が
集
約
さ
れ
る
場
で
は
あ
る
が
、

全
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
担

当
者
も
他
の
業
務
に
も
同
時
に
関
わ
っ
て
い
る
。

◎
シ
ス
テ
ム
の
一
本
化

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
入
り
口

は
複
数
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
目
録
作
成
も
一
回

の
み
行
い
、
そ
れ
を
総
合
目
録
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
で
使
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、別
々

に
な
っ
て
い
る
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
一
本
化
し
た
い
。

ま
た
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
現
行
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
や
め
、

総
合
目
録
で
一
括
し
て
検
索
可
能
に
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　

当
館
か
ら
も
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
状
況
や
法
制
化
に
つ
い

て
の
考
え
方
等
を
報
告
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
最
後
に
、
当
館
の
書
誌
デ
ー
タ
の
利
用
、
国
際
交
換
等
に
つ
い

て
も
意
見
を
交
換
し
、
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

 

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
）
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【
デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
】

　

専
門
サ
ー
ビ
ス
・
蔵
書
管
理

課
に
所
属
し
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内

外
の
図
書
館
や
機
関
と
共
通

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築

に
関
与
し
て
き
た
。

■
講
演　
「
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
の
電
子
図
書
館
事
業

　
　
　
　

に
つ
い
て
」
■
■
■

◎
Ｋ
Ｂ
の
沿
革
と
役
割

　

Ｋ
Ｂ
は
一
七
九
八
年
に
設
立
さ
れ
、
当
初
か
ら
国
立
図
書
館
と
い

う
名
称
が
つ
い
て
い
た
も
の
の
、
す
べ
て
の
人
に
ア
ク
セ
ス
の
道
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
後
半
で
あ
る
。
Ｋ
Ｂ
は
い
わ
ゆ

る
独
立
行
政
法
人
的
な
機
関
で
あ
り
、
文
化
省
の
直
接
の
指
揮
下
に

は
な
い
。
国
立
図
書
館
と
し
て
二
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
つ
は

調
査
図
書
館
と
し
て
の
役
割
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
出
版
社
と
の
協

定
に
基
づ
く
納
本
図
書
館
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
前
者
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
で
出
版
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ

に
関
す
る
学
術
書
の
収
集
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に

つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
出
版
物
お
よ
び
電
子
出
版
物
の
収
集
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
国
立
図
書
館
と
し
て
は
初
め

て
学
術
出
版
物
の
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
（e-D

epot

）
を
構
築
し
た
。

◎
Ｋ
Ｂ
の
戦
略
計
画

　

二
○
○
六
年
か
ら
二
○
○
九
年
に
か
け
て
の
戦
略
計
画
の
内
容

と
し
て
次
の
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
電
子
化
に
関
す
る
国
内

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
張
。
こ
の
中
に
は
電
子
化
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
に
関

オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
職
員
デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
招
へ
い
の
概
要

　

平
成
一
九
年
三
月
一
二
日
か
ら
一
七
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
（K

oninklijke Bibliotheek

以
下
Ｋ
Ｂ
）
の
職
員
、

デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
（M

r. D
irk T

ang

）
を
招
へ
い
し
、
講
演
会
と
電
子
展
示
会
の
共
同
実
施
に
向
け
た
協
議
な
ど
を
行
っ
た
。

　

Ｋ
Ｂ
は
ハ
ー
グ
に
あ
る
国
立
図
書
館
で
あ
り
、
Ｋ
Ｂ
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
国
内
の
図
書
館
等
と
連
携
し
て
の
電
子
化
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
出
版
物
の
網
羅
的
収
集
に
責
任
を
持
つ
国
立
図
書
館
と
し
て
電
子
出
版
物
の
収
集
・
保
存
と
そ
れ
ら
へ
の
長
期
的
ア
ク
セ
ス

を
重
要
な
任
務
と
し
て
い
る
。
当
館
と
は
二
〇
〇
五
年
に
相
互
の
協
力
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し
た（
本
誌
五
三
七（
二
〇
〇
五

年
一
二
月
）
号
）。
今
回
の
招
へ
い
は
、
Ｋ
Ｂ
の
活
動
を
当
館
の
電
子
図
書
館
事
業
の
参
考
に
す
る
と
共
に
、
両
館
の
協
定
に
基
づ
く
協

力
事
業
を
実
行
に
移
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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連
す
る
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
す
る
「
オ
ラ
ン
ダ
の
記

憶
」（T

he M
em
ory of the N

etherlands

）
と
全
国
的
な
保
存

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」（M

etam
orfoze

）
が
含

ま
れ
て
い
る
。
②
オ
ラ
ン
ダ
議
会
の
議
事
録
お
よ
び
新
聞
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
。
③
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
の
長
期
保
存
の
実
現
。

こ
の
分
野
に
お
け
る
全
国
的
な
協
議
会
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を

通
し
てe-D

epot
の
改
善
も
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
④
Ｋ
Ｂ
が
過

去
三
年
間
事
務
局
を
務
め
て
い
る
欧
州
図
書
館
（T

he European 
Library

）の
拡
張
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、欧
州
の
四
三

の
図
書
館
の
統
合
目
録
を
作
成
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
今
後
も
拡
張

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
他
機
関
と
の
協
力
事
業

　

Ｋ
Ｂ
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
記
憶
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
国
内
の
博
物
館
や
文
化
施
設
と
の

協
力
の
下
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
立
公
文
書
館
と
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
遺

産
」（Legacy of the N

etherlands

）を
、

ま
た
米
国
議
会
図
書
館
と
は
電
子
展
示
会

「
大
西
洋
の
世
界
」（A
tlantic W

orld

）

を
協
力
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。「
大
西

洋
の
世
界
」
は
両
図
書
館
の
よ
り
緊
密
な

関
係
の
構
築
を
目
的
と
し
て
お
り
、
オ
ラ

ン
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
つ
い
て
双
方

が
持
っ
て
い
る
資
料
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
公
開
し
て
い
る
。

◎
当
館
と
の
協
力
事
業
の
こ
れ
か
ら

　

四
〇
〇
年
に
わ
た
る
日
蘭
交
流
の
長
い
歴
史
を
刻
ん
だ
資
料
を
提

示
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築
は
両
国
民
に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い

も
の
と
な
る
。
こ
の
協
力
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
意
見
交

換
を
し
、
対
象
と
な
る
分
野
を
特
定
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
せ
る

資
料
を
選
択
す
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
予
算
的
な
課
題
や
技
術
的
要

件
の
確
定
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
多
く
の
努
力
が
必
要
と
な
る

が
、
う
ま
く
進
め
ば
多
く
の
人
が
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
の
検
索

や
閲
覧
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■
協
議
、
意
見
交
換
等
■

　

今
後
Ｋ
Ｂ
と
当
館
が
協
力
事
業
と
し
て
共
同
で
実
施
す
る
予
定

の
電
子
展
示
会
に
つ
い
て
担
当
職
員
と
実
施
に
向
け
た
協
議
を
行
っ

た
。
ま
た
関
西
館
に
お
い
て
電
子
図
書
館
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換

も
行
っ
た
。
そ
の
他
タ
ン
氏
は
滞
在
中
、
東
京
本
館
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
、
関
西
館
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
タ
ン
氏
に
同
行
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
研
究
開
発

部
長
の
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
も
講
演
会
、
協
議
お
よ
び
意
見
交
換

等
に
参
加
し
た
。

■
お
わ
り
に
■

　

今
回
の
招
へ
い
で
、
Ｋ
Ｂ
の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
事
が
で
き
、
ま
た
両
館
の
協
力
事
業
の
実
施
に
向
け
た
話
合
い

も
大
き
く
前
進
し
た
。

 

（
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
）
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本
年
度
、
国
立
国
会
図
書
館
で
実
施
す
る
図
書
館
員
を
対
象
と
す
る
研
修
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
表
）。

○
本
年
度
の
研
修
の
特
徴

＊ 

平
成
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
七
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
図
書
館
員
の
た
め
の

利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
い
ま
す
。

＊ 「
科
学
技
術
情
報
研
修
」
で
は
各
資
料
の
基
本
的
な
知
識
や
基
本
的
な
調
べ
方
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、主
題
情
報
の
調
べ
方
も
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。「
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
」
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
方
法
と
課
題
解

決
へ
の
考
え
方
を
示
す
内
容
で
、
講
義
だ
け
で
は
な
く
演
習
を
取
り
入
れ
た
構
成

と
す
る
予
定
で
す
。

＊ 「
児
童
文
学
連
続
講
座
」
は
、総
合
テ
ー
マ
を
「
ア
メ
リ
カ
絵
本
の
展
開
（
仮
題
）」

と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

○
各
研
修
の
詳
細
・
申
込
方
法

　

各
研
修
の
実
施
日
程
や
科
目
の
詳
細
・
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
図
書
館
員
の
方
へ
」―

「
図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ
」

（http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/library/library_new

s.htm
l

）
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
『
図
書
館
協
力
ニ
ュ
ー
ス
』
で
も
、
研
修
の
案
内
を
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
未
登
録
の
図
書
館
、
関
心
を
お
持
ち
の
図
書
館
員
の
方
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す（
前
述
の「
図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ
」か
ら
登
録
で
き
ま
す
）。

　

本
年
度
実
施
す
る
研
修
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
実
施
時
に
高
い
評
価
を
受
け
た
研

修
で
す
。
皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

（
関
西
館
図
書
館
協
力
課
）

平成18年度科学技術資料研修の様子 平成18年度レファレンス研修のワークショプ風景

平成19年度の

図書館員を対象とする研修計画について
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＜表＞　平成19年度研修一覧

研修名 実施時期／会場 対象および定員

資料保存研修 平成19年 7 月12日（木）、
13日（金）（ 1日× 2回）／
東京本館

公共図書館職員、大学図書館職
員および専門図書館職員。36名。

図書館員のための利
用ガイダンス

平成19年 7 月18日（水）／
東京本館

国内の公共・大学・専門の各図
書館において、当館の図書館へ
のサービス（貸出し、複写、レファ
レンス）を利用する実務担当者。
40名。

児童文学連続講座
― 国際子ども図書館
所蔵資料を使って

平成19年10月15日（月）～
17日（水）／国際子ども図
書館

現在、図書館等において児童サー
ビスに従事する者。60名。

科学技術情報研修 平成19年11月（ 2日間）／
関西館

公共図書館職員および大学図書
館職員で科学技術関係情報に関
する基礎的な知識の習得を目指
す者。20名。

アジア情報研修 平成19年11月21日（水）、
22日（木）／関西館

大学図書館、専門図書館および
公共図書館等の職員で、アジア
に関連する情報を扱う者。20名。

レファレンス研修 平成20年 2 月（ 2日間）／
東京本館

公共図書館職員および大学図書
館職員でレファレンス業務担当
者。20名。

以下の研修は、各事業の参加館を対象として実施するものです。

国立国会図書館総合
目録ネットワーク研
修会（研修講師対象）

平成19年 6 月15日（金）／
東京本館

都道府県立および政令指定都市
立図書館中央館における国立国
会図書館総合目録ネットワーク
についての研修担当者。40名。

レファレンス協同
データベースシステ
ム研修会

年 2回（ 1日× 2回）／東
京本館、関西館

レファレンス協同データベース
事業参加館の実務担当者。各30
名。

※ 前年度開催した「日本古典籍講習会」については、本年度も開催の方向で、共催の
国文学研究資料館と調整中です。
※ この他、遠隔研修を実施します。詳細は、当館ホームページ「図書館へのお知らせ」、
メールマガジン『図書館協力ニュース』等で、追ってお知らせいたします。
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一　

は
じ
め
に

　

国
立
国
会
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

第
百
六
十
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
平
成
十
九

年
三
月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
た
（
法
律
第
十
号
。

以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）。

　

改
正
法
は
、
議
院
運
営
委
員
長
提
出
の
法
律
案
と

し
て
三
月
二
十
七
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
同
日

同
院
に
お
い
て
可
決
、
同
月
二
十
八
日
に
は
参
議
院

に
お
い
て
可
決
、
成
立
し
た
。

　

改
正
法
の
全
文
は
本
号
次
ペ
ー
ジ
の
「
月
例
報

告
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容

に
つ
い
て
若
干
の
解
説
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な

お
、
以
下
に
お
い
て
単
に
第
○
条
等
と
し
て
い
る
場

合
は
、
国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
五
号
）
の
規
定
を
指
す
。

二　

改
正
法
の
内
容

1　

全
国
書
誌
の
提
供
方
法
の
変
更

　

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
出
版
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
全
国
書
誌
は
、
現
在
『
日
本
全

国
書
誌
』
と
し
て
冊
子
体
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
の
二

つ
の
方
法
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
の
提
供
を
開
始
し
た
平
成
十
四
年
と
比
べ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
版
の
利
用
が
定
着
す
る
一
方
で
冊
子
体
の
販
売
部

数
は
減
少
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
の
合
理

化
を
図
る
た
め
、
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
を
も
っ

て
冊
子
体
の
刊
行
を
取
り
や
め
、
同
年
七
月
以
降
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
に
一
本
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
現
行
の
第
七
条
が
「
出
版
を
行

う
」
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
提
供
方
法
は
出
版
物

に
限
ら
れ
る
と
も
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
版
の
み
の
提
供
と
す
る
に
当
た
っ
て
解
釈
上
の
疑

義
を
な
く
す
た
め
に
、
同
条
の
規
定
を
改
め
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
国
民
が
利

用
し
や
す
い
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
」
と
規
定
す
る

こ
と
と
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
特
定
の
方

法
を
明
記
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
全
国
書
誌
の
提
供

方
法
に
つ
い
て
は
そ
の
時
々
で
最
適
な
も
の
を
館
長

の
裁
量
で
選
択
で
き
る
余
地
を
残
す
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
改
正
後
の
規
定
に
「
作
成
」
と
い
う
文
言

を
加
え
た
の
は
、
第
七
条
に
規
定
す
る
国
立
国
会
図

書
館
（
以
下
「
館
」
と
い
う
。）
の
任
務
は
、
全
国

書
誌
を
館
自
ら
が
作
成
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、『
日
本
全
国
書
誌
』
は
『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
』
お
よ
び
『
Ｊ

－

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
』
と
し
て
機

械
可
読
資
料
で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

提
供
は
図
書
館
に
お
け
る
目
録
作
成
の
便
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
図
書
館
協
力
の
観
点
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
七
条
の
規
定
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二

号
に
基
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。

2　

寄
贈
者
等
へ
の
全
国
書
誌
送
付
事
務
の
廃
止

　

館
に
出
版
物
を
寄
贈
し
た
発
行
者
お
よ
び
出
版

物
を
遺
贈
し
た
発
行
者
の
相
続
人
に
対
し
て
は
、

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
出
版

物
を
登
載
し
た
全
国
書
誌
を
送
付
し
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
の
趣
旨
で
あ
る
寄
贈
者
等
へ
の
謝
意
の
表
明

に
つ
い
て
は
別
途
礼
状
を
送
付
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
全
国
書
誌
へ
の
登
載
の
確
認
に
つ
い
て
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
版
で
可
能
な
こ
と
か
ら
、
事
務
の
合
理
化

を
図
る
た
め
、
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
当
該
事
務
を
廃
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

同
日
ま
で
に
館
が
寄
贈
ま
た
は
遺
贈
を
受
け
た
出
版

物
に
つ
い
て
は
、『
日
本
全
国
書
誌
』
の
冊
子
体
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
間
は
、
経
過
措
置
と
し
て
寄
贈
者

等
へ
の
送
付
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

　
　
　
　
　

国

立

国

会

図

書

館

法

の

一

部

改

正

に

つ

い

て
�
解
説
�
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月　

例　

報　

告

法
規
の
制
定

解
説

　

法
律
第
十
号
は
、『
日
本
全
国
書
誌
』
の
冊
子

体
を
終
刊
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
に
よ
る
提
供
に

一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
出
版
物
を
寄
贈
し
た
発

行
者
等
に
対
す
る
全
国
書
誌
の
送
付
事
務
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
詳
細
は
前
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
記
事
を
参
照
の
こ
と
）。

　

法
律
第
十
六
号
は
、
当
館
関
係
で
は
、
財
団
法

人
日
本
船
舶
振
興
会
の
組
織
及
び
業
務
の
見
直
し

等
に
伴
い
、
国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
五
号
）
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
理

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

規
則
第
一
号
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
に

よ
る
盲
学
校
等
の
「
特
別
支
援
学
校
」
へ
の
一
本

化
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

規
程
第
一
号
及
び
規
則
第
二
号
は
、
国
会
分
館

の
調
査
及
び
立
法
考
査
局
へ
の
統
合
、
関
西
館
の

部
の
廃
止
及
び
次
長
の
設
置
、
法
律
第
十
号
に
よ

る
国
立
国
会
図
書
館
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
規
程

第
一
号
は
部
局
レ
ベ
ル
の
事
務
に
つ
い
て
、
規
則

第
二
号
は
課
レ
ベ
ル
の
事
務
に
つ
い
て
、
所
要
の

規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

規
程
第
二
号
は
、
職
員
（
館
長
・
副
館
長
を
除

く
。）
の
定
員
を
十
一
人
純
減
し
九
百
二
十
一
人

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
法
規
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
法
律
第
十
号
、
規
程
第

一
号
及
び
規
則
第
二
号
の
一
部
の
規
定
は
同
年
七

月
一
日
か
ら
、
法
律
第
十
六
号
の
う
ち
当
館
関
係

の
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
る
。

（
法
律
第
十
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
 

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）

　

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
中
「
越
え
な
い
定
期
間
毎
に
」
を
「
超
え

な
い
期
間
ご
と
に
」
に
、「
、
日
本
国
内
」
を
「
日

本
国
内
」
に
、「
の
出
版
を
行
う
」
を
「
を
作
成
し
、

国
民
が
利
用
し
や
す
い
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
」
に

改
め
る
。

　

第
二
十
五
条
第
四
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
改
正
規
定
は
、
同

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
国
立
国
会
図
書
館
が
寄

贈
又
は
遺
贈
を
受
け
た
出
版
物
に
係
る
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
前
の
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
十
五

条
第
四
項
に
規
定
す
る
全
日
本
出
版
物
の
目
録
で

あ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
の
送
付
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
法
律
第
十
六
号
）

　
　
　

 

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
抄
）

 

（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）

　
　
　

附　

則
（
抄
）

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

第
二
条
、附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、

附
則
第
五
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
並
び
に
附
則

　

第
十
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定　

平
成
十
九
年
十
月
一
日

二　
﹇
略
﹈

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
関
係
法
律

の
一
部
改
正
）

第
八
条　

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
日
本
船
舶
振

興
会
の
項
を
削
る
。
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一　

国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
五
号
）
別
表
第
一

二
〜
四　
﹇
略
﹈

（
規
則
第
一
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
学
術
文
献
録
音
テ
ー
プ
等

利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

 

（
平
成
十
九
年
三
月
十
三
日
制
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
学
術
文
献
録
音
テ
ー
プ
等
利

用
規
則
（
昭
和
五
十
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
中
「盲

学
校

」
を
「特

別
支
援
学
校

」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
規
程
第
一
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程

 

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
制
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
国
立

国
会
図
書
館
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に
改
め
る
。

　

「
第
一
節　

部
局
等
」
を
「
第
一
節　

部
局
」
に

改
め
る
。

　

第
一
条
の
見
出
し
を
「（
部
局
）」
に
改
め
、
同
条

中
「
並
び
に
国
会
分
館
」
を
削
る
。

　

第
二
条
第
十
八
号
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に

改
め
る
。

　

第
五
条
第
四
号
中
「
出
版
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

　

第
六
条
第
三
号
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に
改

め
る
。

　

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条　

削
除

　

第
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

　

第
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
関
西
館
の
部
」
を
削

り
、同
条
第
二
項
中
「
又
は
関
西
館
の
部
」
を
削
る
。

　

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条　

削
除

　

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
関
西
館
長
及
び
次

長
）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２　

関
西
館
に
次
長
を
置
き
、
司
書
の
う
ち
か
ら
命

ず
る
。

３　

次
長
は
、
関
西
館
長
を
助
け
て
、
関
西
館
の
所

掌
事
務
を
整
理
す
る
。

　

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
、国
会
分
館
」
及
び
「
、

関
西
館
の
部
」
を
削
る
。

　

第
二
十
八
条
中
「
、
国
会
分
館
」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
四
号
の
改
正
規
定
は
、

同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
規
程
第
二
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

 

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
制
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程
（
昭
和
三
十
三

年
国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
中
「
九
百
三
十
二
人
」
を
「
九
百
二
十
一

人
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
規
則
第
二
号
）

　
　
　

 

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

 

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
制
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則
（
平
成
十
四
年
国
立

国
会
図
書
館
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に
、「
第
三
十
八

条
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
」
に
、「
第
六
十
一

 

「　

第
七
款　

 

第
二
節　

関

条
」
を
「
第
六
十
三
条
」
に
改
め
、　　

第
一
款

 

第
二
款　

 

第
三
款　
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国
会
分
館
（
第
六
十
二
条
・
第
六
十
三
条
）

西
館

総
務
課
（
第
六
十
四
条
） 

を
「

資
料
部
（
第
六
十
五
条―

第
六
十
八
条
）

事
業
部
（
第
六
十
九
条―

第
七
十
一
条
）　

」

第
二
節　

関
西
館
（
第
六
十
四
条―

第
七
十
一

条
）
」
に
改
め
る
。

　

「
第
一
節　

部
局
等
」
を
「
第
一
節　

部
局
」
に

改
め
る
。

　

第
四
条
第
四
号
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に
改

め
る
。

　

第
七
条
第
三
号
中
「
部
局
等
及
び
関
西
館
」
を

「
部
局
、
関
西
館
及
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
」
に
改

め
る
。

　

第
八
条
第
六
号
中
「
部
局
等
」
を
「
部
局
」
に
改

め
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
二
十
六
条
第
七

号
並
び
に
」
を
削
る
。

　

第
二
十
四
条
中
「
十
四
課
」
を
「
十
五
課
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
五　

国
会
分
館

　

第
二
十
五
条
第
五
号
中
「
及
び
海
外
立
法
情
報

課
」
を
「
、
海
外
立
法
情
報
課
及
び
国
会
分
館
」
に

改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
第
三
号
中
「
議
会
官
庁
資
料
課
」
の

下
に
「
及
び
国
会
分
館
」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
中

「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、「
閲
覧
及
び
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
」
を
「
図
書
館
奉
仕
（
電
子
図
書
館
に
よ
る
奉
仕

を
除
く
。第
七
十
三
条
を
除
き
、以
下
同
じ
。）
の
提
供
」

に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
閲
覧
、
複
写
及
び
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
」
を
「
図
書
館
奉
仕
の
提
供
」
に
改
め
る
。

　

第
一
章
第
一
節
第
二
款
中
第
三
十
八
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
国
会
分
館
）

第
三
十
八
条
の
二　

国
会
分
館
は
、
議
事
堂
内
に
置

く
。

２　

国
会
分
館
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

一　

国
会
分
館
に
お
け
る
国
会
議
員
及
び
国
会
職

員
そ
の
他
の
国
会
関
係
者
に
対
す
る
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
に
関
す
る
こ
と
。

二　

国
会
議
員
及
び
国
会
職
員
そ
の
他
の
国
会

関
係
者
を
対
象
と
す
る
国
会
分
館
所
属
の
収
集

資
料
に
係
る
図
書
館
奉
仕
の
提
供
に
関
す
る
こ

と
。

三　

国
会
分
館
に
お
け
る
電
子
情
報
等
に
係
る
図

書
館
奉
仕
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

四　

国
会
分
館
所
属
の
図
書
館
資
料
の
選
定
、
受

理
（
逐
次
刊
行
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
及

び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五　

国
会
分
館
所
属
の
収
集
資
料
に
係
る
国
会
の

諸
活
動
に
資
す
る
た
め
の
書
誌
又
は
目
録
の
作

成
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

六　

国
会
分
館
所
属
の
閲
覧
室
の
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
こ
と
。

七　

国
会
分
館
所
属
の
書
庫
の
管
理
に
関
す
る
こ

と
。

　

第
四
十
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号

と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
十
号
」
を
「
第
九
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
中
第
八

号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
同
条

第
十
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、「
部
局

等
」
を
「
部
局
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と

し
、
同
条
中
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号

か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
四
十
一
条
第
五
号
及
び
第
四
十
二
条
第
七
号
中

「
、
国
会
分
館
」
を
削
る
。

　

第
四
十
五
条
第
九
号
中
「
出
版
そ
の
他
の
」
を
削

る
。

　

第
五
十
条
第
二
号
中
「
電
子
図
書
館
に
よ
る
奉
仕

を
除
く
。
第
七
十
三
条
を
除
き
、
以
下
」
を
「
議
員

閲
覧
室
、
議
員
研
究
室
及
び
国
会
分
館
に
お
い
て
提

供
す
る
も
の
を
除
く
。
第
五
十
一
条
第
一
号
及
び
第

五
十
六
条
第
六
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、「
国
会
分

館
及
び
」
を
削
る
。

　

第
五
十
一
条
第
一
号
中
「
、国
会
分
館
」
を
削
る
。

　

第
五
十
二
条
第
一
号
、
第
五
十
三
条
第
一
号
、
第

五
十
四
条
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
第
三
号
中
「
部
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局
等
」
を
「
部
局
」
に
改
め
る
。

　

第
一
章
第
一
節
第
七
款
の
款
名
を
削
り
、
第

六
十
二
条
及
び
第
六
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
三
条　

削
除

　

第
一
章
第
二
節
第
一
款
か
ら
第
三
款
ま
で
の
款
名

を
削
る
。

　

第
六
十
四
条
及
び
第
六
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

　

（
関
西
館
の
分
課
）

第
六
十
四
条　

関
西
館
に
、
次
の
六
課
を
置
く
。

　

一　

総
務
課

　

二　

文
献
提
供
課

　

三　

ア
ジ
ア
情
報
課

　

四　

収
集
整
理
課

　

五　

図
書
館
協
力
課

　

六　

電
子
図
書
館
課

　

（
総
務
課
）

第
六
十
五
条　

総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
。

一　

関
西
館
の
所
掌
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る

こ
と
。

二　

関
西
館
の
公
文
書
類
（
関
西
館
の
所
掌
事
務

の
み
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
接
受
、
発

送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

三　

関
西
館
の
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

四　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
う
ち
関
西
館
に
関
す
る
も

の
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

五　

関
西
館
に
所
属
す
る
職
員
に
係
る
人
事
、
研

修
及
び
健
康
管
理
そ
の
他
の
福
利
厚
生
に
関
す

る
こ
と
（
館
長
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）。

六　

関
西
館
に
係
る
経
費
（
人
件
費
及
び
図
書
館

資
料
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
及
び
収
入
の

会
計
並
び
に
関
西
館
の
所
掌
事
務
の
遂
行
に
よ

り
発
生
し
た
債
権
及
び
関
西
館
に
所
属
す
る
物

品
（
図
書
館
資
料
を
除
く
。）
の
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

七　

関
西
館
の
庁
舎
（
国
立
国
会
図
書
館
京
都
宿

舎
を
含
む
。）
及
び
設
備
の
営
繕
並
び
に
庁
内

の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

八　

関
西
館
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
運
用

に
関
す
る
こ
と
（
他
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。）。

九　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
西
館
の

所
掌
事
務
で
他
課
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の
に

関
す
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

関
西
館
の
所
掌
に
属
す
る
図
書
館
奉
仕
に
関

す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
六
十
六
条
第
二
号
中
「
事
業
部
及
び
ア
ジ
ア
情

報
課
」
を
「
ア
ジ
ア
情
報
課
、
図
書
館
協
力
課
及
び

電
子
図
書
館
課
」
に
改
め
、同
条
第
十
一
号
を
削
る
。

　

第
六
十
七
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号

を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。五　

ア
ジ
ア
及
び
中
東
地
域
の
外
国
の
図
書
館
そ

の
他
の
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

（
他
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

　

第
六
十
八
条
第
四
号
中
「
事
業
部
」
を
「
電
子

図
書
館
課
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
関
西

館
の
」
を
「
前
号
の
規
定
に
よ
り
整
理
し
た
」
に

改
め
、
同
条
第
十
四
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に

「（
ア
ジ
ア
情
報
課
及
び
図
書
館
協
力
課
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

　

第
六
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条　

削
除

　

第
七
十
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一

号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
、
同
条
第
六
号
中
「
資
料
部
」
を
「
文
献
提

供
課
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条

中
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
資
料

部
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第

九
号
を
削
る
。

　

第
七
十
一
条
第
六
号
中
「
関
西
館
」
を
削
る
。

　

第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
及
び
議
会
官
庁
資
料

課
」
を
「
、議
会
官
庁
資
料
課
及
び
国
会
分
館
」
に
、

「
国
会
分
館
の
参
考
課
、
関
西
館
総
務
課
、
関
西
館

資
料
部
の
各
課
及
び
関
西
館
事
業
部
」
を
「
関
西

館
」
に
改
め
る
。
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第
七
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
議
会
官
庁
資
料

課
」
を
「
、議
会
官
庁
資
料
課
及
び
国
会
分
館
」
に
、

「
国
会
分
館
の
参
考
課
、
関
西
館
資
料
部
の
各
課
、

関
西
館
事
業
部
の
各
課
」
を
「
関
西
館
の
各
課
（
総

務
課
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
五
条
第
九
号
の
改
正
規
定

は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

お
も
な
人
事

―

平
成
十
九
年
春
の
叙
勲―

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
勲
が
あ
っ
た

記

 

（
元
専
門
調
査
員
）　
　

鶴
田　

眞
也

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
司
書
）　
　

笠
井　

公
男

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
司
書
）　
　

福
田　

秀
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

 

（
元
司
書
）　
　

岡
本　

英
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

　

以
上
平
成
十
九
年
四
月
二
十
九
日
付
け

―

職
員
の
転
任―

（
参
議
院
法
制
局
） 

小
熊　

美
幸

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
） 

竹
澤　

俊
之

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
） 

小
髙　
　

崇

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

（
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
） 

市
川
勝
四
郎

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

（
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
） 

宮
本　

和
彦

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

（
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
） 

染
矢　

恵
美

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

（
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
）

 

矢
野
由
希
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

（
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究

機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
） 

齋
藤　

朋
子

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

（
京
都
府
教
育
委
員
会
） 

島
村　

聡
明

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

（
大
阪
府
教
育
委
員
会
） 

園
田
か
お
り

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

　

以
上
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
け

―

職
員
の
採
用―

（
配
置
部
局
）

総
務
部 

参　

事　

大
迫　

丈
志

同 

同　
　
　

帖
佐　

廉
史

同 

同　
　
　

竹
内
ま
り
子

同 

同　
　
　

佐
々
木
美
穂

同 

同　
　
　

加
藤　

大
地

調
査
及
び
立
法
考
査
局 

調
査
員　

近
藤
か
お
り

同 

同　
　
　

中
川　
　

学

同 

同　
　
　

丸
本　

友
哉

同 

同　
　
　

郷
田　

亜
弥

同 

同　
　
　

小
林　
　

恵

同 

同　
　
　

吉
井　

伶
奈

収
集
部 

司　

書　

服
部　

恵
久

書
誌
部 

同　
　
　

渡
邉
由
利
子

同 

同　
　
　

福
田　

健
志

資
料
提
供
部 

同　
　
　

田
中
菜
採
兒

同 

同　
　
　

長
尾　

宗
典

主
題
情
報
部 

同　
　
　

藤
田　

実
花

関
西
館 

参　

事　

服
部　

有
希

同 

司　

書　

武
藤
沙
耶
佳

　

以
上
平
成
十
九
年
四
月
一
日
付
け

　

な
お
、
前
記
の
職
員
は
、
研
修
を
受
け
た
後
、
平

成
十
九
年
四
月
九
日
ま
で
に
前
記
部
局
に
配
属
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
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遠　

客　

近　

客

（
東
京
本
館
）

一
月
一
五
日　

グ
レ
ア
ム
・
カ
イ
氏
（
英
国
・
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
学
教
授
）

一
月
一
五
日　

ト
ム
・
フ
レ
ン
チ
氏
（
英
国
・
ウ
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
研
究
生
）

一
月
一
八
日　

ケ
イ
シ
ー
・
ヒ
ル
氏
（
米
国
）

一
月
二
二
日　

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

平
成
一
八
年
度
司
書
日
本
語
研
修
生
一
行
九
名

二
月
二
日　

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）CO

-
EX
IST
-SEA

セ
ミ
ナ
ー
研
修
生
一
行
一
〇
名

二
月
六
日　

ナ
ン
シ
ー
・
マ
ク
ガ
ヴ
ァ
ン
氏
（
米
国
・

ミ
シ
ガ
ン
大
学ICPSR

電
子
情
報
保
存
担
当
）

二
月
八
日　

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
視
覚
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
埼
玉
点
字
図
書
館　

六
名

二
月
一
四
日　

壱
岐
市
立
郷
ノ
浦
図
書
館　

二
名

二
月
二
〇
日　

フ
ロ
ラ
ン
ス
・
パ
ス
カ
ル
氏
（
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
日
本
文
化
会
館
図
書
館
職
員
）

二
月
二
二
日　

静
岡
市
立
中
央
図
書
館　

三
名

二
月
二
六
日　

ジ
ャ
ン･

フ
ラ
ー
ト
ン
氏
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
長
）

三
月
六
日　

ア
マ
ー
ル
・
グ
ル
ン
氏
（
ネ
パ
ー
ル
・

マ
ダ
ン
・
プ
ラ
ス
カ
ー
ル
図
書
館
長
）

三
月
六
日　

出
雲
市
立
大
社
図
書
館　

四
名

三
月
八
日　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
ッ
ト
氏
夫
妻
（
米

国
・
上
智
大
学
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
招
聘
講
師
）

三
月
一
三
日　

デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
（
オ
ラ
ン
ダ

王
立
図
書
館
専
門
サ
ー
ビ
ス
・
蔵
書
管
理
課
）、

ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
（
同
研
究
開
発
部
長
）

三
月
一
三
日　

市
川
図
書
館
友
の
会　

一
三
名

三
月
一
五
日　

サ
ソ
・
ポ
ド
ブ
ニ
ク
氏
（
ス
ロ
ベ
ニ

ア
）

三
月
一
六
日　

Ｊ
Ｒ
図
書
情
報
連
絡
会　

一
三
名

三
月
二
○
日　

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
筑
波
図
書
室　

三
名

＊　

＊　

＊

　

一
月
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
四

件
四
五
名
、
大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
五
件
六
五

名
、
そ
の
他
四
件
一
八
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

（
関
西
館
）

一
月
九
日　

奈
良
県
橿
原
市
学
校
図
書
館
研
究
会

七
名

一
月
二
六
日　

韓
国
・
漢
城
大
学
知
識
情
報
学
科

一
〇
名

一
月
三
一
日　

茨
城
県
立
図
書
館　

二
名

二
月
八
日　

ナ
ン
シ
ー
・
マ
ク
ガ
ヴ
ァ
ン
氏
（
米
国
・

ミ
シ
ガ
ン
大
学ICPSR

電
子
情
報
保
存
担
当
）　

二
月
一
六
日　

宮
崎
県
立
図
書
館　

二
名

三
月
一
日　

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ー
ト
ン
氏
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
長
）　

三
月
八
日　

海
上
保
安
庁
図
書
館　

一
名

三
月
一
二
日　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館　

二
名

三
月
一
五
日　

デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
（
オ
ラ
ン
ダ

王
立
図
書
館
専
門
サ
ー
ビ
ス
・
蔵
書
管
理
課
）、

ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
（
同
研
究
開
発
部
長
）

三
月
一
五
日　

フ
ラ
ン
ス
経
済
・
財
政
・
産
業
省
Ⅰ

Ｔ
部
門
訪
日
代
表
団
一
行
五
名

三
月
二
六
日　

防
衛
大
学
校
図
書
館　

三
名

三
月
二
六
日　

香
川
県
立
図
書
館　

一
名

＊　

＊　

＊

　

一
月
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
四

件
五
二
名
、大
学
関
係（
司
書
課
程
等
）六
件
八
八
名
、

そ
の
他
二
〇
件
二
三
八
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
）

一
月
五
日　

イ
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
氏
（
韓
国
文
化
観
光

政
策
研
究
院　

民
間
投
資
管
理
室
チ
ー
ム
長
）
一

行
五
名

一
月
二
〇
日　

中
国
・
広
州
市
設
計
院　

八
名

二
月
六
日　

ハ
ル
メ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
ト
ラ
ー
テ
ン

氏
（
オ
ラ
ン
ダ
・
絵
本
作
家
）
一
行
二
名

二
月
一
四
日　

壱
岐
市
立
郷
ノ
浦
図
書
館　

二
名
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二
月
二
二
日　

フ
ロ
ラ
ン
ス
・
パ
ス
カ
ル
氏
（
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
日
本
文
化
会
館
図
書
館
職
員
）

二
月
二
八
日　

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ー
ト
ン
氏
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
長
）

三
月
六
日　

ア
マ
ー
ル
・
グ
ル
ン
氏
（
ネ
パ
ー
ル
・

マ
ダ
ン
・
プ
ラ
ス
カ
ー
ル
図
書
館
長
）

三
月
一
四
日　

デ
ィ
ル
ク
・
タ
ン
氏
（
オ
ラ
ン
ダ

王
立
図
書
館
専
門
サ
ー
ビ
ス
・
蔵
書
管
理
課
）、

ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
（
同
研
究
開
発
部
長
）

三
月
二
九
日　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
オ
ル
ダ
ー
ソ
ン
氏（
イ

ギ
リ
ス
児
童
文
学
研
究
者
）
一
行
二
名

＊　

＊　

＊

　

一
月
〜
三
月
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
九

件
三
四
九
名
、大
学
関
係
（
司
書
課
程
等
）
三
件
三
七

名
、そ
の
他
三
七
件
二
五
〇
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ

た
。

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

六
七
五
号　

Ａ
４ 

一
一
六
頁

　

国
民
経
済
計
算
を
用
い
た
所
得
捕
捉
率
推
計
の
問

題
点
／
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
議
会
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｐ
Ａ
）

と
「
大
西
洋
共
同
体
」
／
道
路
維
持
管
理
の
現
状

と
課
題
／
北
海
道
の
経
済
・
金
融
情
勢
（
現
地
調

査
報
告
）

　
〈
小
特
集　

欧
米
の
議
会
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
〉
科
学
技
術
と
社
会
の
「
対
話
」
と
し
て

の
「
議
会
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
／
米

国
に
お
け
る
議
会
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

月
刊　

税
・
送
料
込
み　

一
、
〇
五
〇
円
（
日
）

 

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

（
日
）日
本
図
書
館
協
会（
〒104
-0033
東
京
都
中
央
区
新
川
一―

一
一―

一
四

〇
三
（
三
五
二
三
）
〇
八
一
二

）

 

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

当館の最近の動き
　

Ａ
Ａ
Ｓ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ
二
〇
〇
五
年
年
次
総

会
、Ｎ
Ｃ
Ｃ
会
議
が
、三
月
二
〇
日
か
ら
二
五

日
、
米
国
・
ボ
ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

NDL news

ア
ジ
ア
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
）・
東
亜
図
書

館
協
会（
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ
）二
〇
〇
七
年
年

次
総
会
お
よ
び
北
米
日
本
研
究
資
料

調
整
協
議
会（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）会
議

　

当
館
か
ら
は
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
課

長
補
佐
関
根
美
穂
、
資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
企
画
課
課
長
補
佐
相
原
信
也
が
出
席
し
た
。
Ｎ

Ｃ
Ｃ
公
開
会
議
で
は
相
原
が
、
事
前
に
参
加
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て

回
答
す
る
形
で
、
国
際
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
当
館

の
活
動
内
容
を
報
告
し
た
（
写
真
）。

見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

☎
〇
三
（
三
五
八
一
）
二
三
三
一

 

内
線
二
六
一
一
一

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

☎
〇
七
七
四
（
九
八
）
一
二
二
四
（
直
通
）

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

☎
〇
三
（
三
八
二
七
）
二
〇
五
三
内
線
二
〇
六
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歯 

科
の
歴
史
へ
の
招
待―

歴
史
遺
産
と
史
料

を
求
め
て
の
旅―

本
平
孝
志
、
内
藤
達
郎
、

安
藤
嘉
明
著　

ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版

　
（
〒
113-
0033　

東
京
都
文
京
区
本
郷
三

－
二

－

六
）

　

二
〇
〇
五
・
六　

一
七
三
頁　

Ａ
４

 

（SC671-H
35

）

　

最
近
初
め
て
親
知
ら
ず
を
抜
い
た
。

　

麻
酔
を
か
け
て
、
清
潔
な
専
用
器
具
で
処
置
し
て

も
ら
っ
て
も
あ
れ
だ
け
怖
い
の
だ
か
ら
、
麻
酔
も
な

く
、
虫
歯
に
関
す
る
知
識
も
乏
し
か
っ
た
古
代
に
お

い
て
は
歯
の
痛
み
が
ど
れ
ほ
ど
苦
痛
だ
っ
た
か
、
想

像
に
難
く
な
い
。
現
代
の
よ
う
に
麻
酔
や
治
療
器
具

が
発
達
す
る
前
は
、
な
ん
と
か
工
夫
し
て
痛
み
が
消

え
な
け
れ
ば
神
仏
や
呪
術
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。

紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃
に
記
さ
れ
た
シ
ュ
メ
ー
ル
人

の
経
典
に
は
す
で
に
「
歯
の
痛
み
」
に
関
す
る
記
述

が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
人
類
に
と
っ
て
、
歯
の
治
療

や
虫
歯
の
予
防
な
ど
は
、
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
っ

た
。

　

本
書
は
、
補
綴
臨
床
家
と
歯
科
技
工
士
向
け
の
専

門
誌
で
あ
る
「
Ｑ
Ｄ
Ｔ
（
ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
・
デ

ン
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
誌
に
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
歯
の
治
療
よ
り
も
、

入
れ
歯
や
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
き
粉
な
ど
の
歴
史
が
メ

イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
は
歯
科
医
学
史
概
論
の

世
界
編
と
日
本
編
、
後
半
は
各
論
と
し
て
、
日
本
の

お
歯
黒
文
化
、
爪
楊
枝
の
歴
史
、
歯
科
技
工
業
な
ど

を
取
り
上
げ
、
特
に
日
本
で
発
達
し
た
木
床
義
歯
に

つ
い
て
大
き
く
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。
一
般
に
は

な
じ
み
の
薄
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

専
門
的
な
解
説
が
あ
る
が
、
図
版
が
多
く
、
全
体
と

し
て
専
門
知
識
を
持
た
な
い
読
者
に
も
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
八
世
紀
ま
で
「
噛
む
こ
と
の

で
き
る
」
総
入
れ
歯
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
現
在
の

よ
う
な
、
入
れ
歯
と
顎
の
粘
膜
を
吸
着
さ
せ
る
方
式

の
総
入
れ
歯
が
発
明
さ
れ
た
の
は
一
八
五
五
年
以
降

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
入
れ
歯

が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
入
れ
歯

は
、
ス
プ
リ
ン
グ
で
入
れ
歯
を
顎
に
押
し
付
け
る
方

式
で
あ
り
、
一
度
開
口
す
る
と
容
易
に
元
に
戻
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。物
を
食
べ
る
た
め
で
は
な
く
、

威
厳
を
保
つ
な
ど
の
審
美
的
な
目
的
と
発
声
の
た
め

に
入
れ
歯
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
日
本
で
は
す
で
に
西
暦
一
五
三
八
年
に
は

「
噛
む
こ
と
の
で
き
る
」
総
入
れ
歯
が
存
在
し
て
い

た
。
吸
着
式
の
総
入
れ
歯
で
あ
る
日
本
の
木
床
義
歯

は
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
完
成
し

た
。
当
時
の
日
本
の
木
床
義
歯
は
、
世
界
の
総
入
れ

歯
の
原
点
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
入
れ
歯
を
作
製
し
て
い
た
の
は
医
学
の
専

門
家
で
は
な
く
職
人
で
、
こ
れ
も
世
界
に
類
を
見
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
職
人
た
ち
は
「
入
歯
師
」
と
呼

ば
れ
、
非
常
に
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
た
が
そ
の
製

作
技
術
は
口
伝
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
記
録
は
ほ
と

ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
入
歯
師
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

開
発
さ
れ
た
ゴ
ム
床
義
歯
の
普
及
に
よ
り
明
治
時
代

後
期
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書

で
は
、
現
代
の
歯
科
技
工
士
が
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か

な
資
料
か
ら
木
床
義
歯
を
再
現
し
た
レ
ポ
ー
ト
も
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　

歯
の
治
療
が
好
き
と
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
歯
科
の
歴
史
と
発
展
を
知

る
な
ら
ば
、
辛
い
治
療
も
多
少
は
我
慢
し
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
林
は
や
し　

明あ

す

か
日
香
）

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。
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み
な
さ
ん
は
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま

す
か
。
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
流
し
読
み
し
た
り
、
通

勤
電
車
の
中
で
読
ん
だ
り
、
気
に
な
る
記
事
を
切
り

抜
い
た
り
…
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
数
日
の
う
ち
に
捨

て
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
新
聞
は
基

本
的
に
読
み
捨
て
る
の
を
前
提
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
紙
や
イ
ン
ク
の
質
が
普
通
の
本
よ
り
悪

く
、
劣
化
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
私
が
新
聞
課

に
配
属
と
な
っ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
間
に
、
水
分
が
抜
け
て
パ
サ
パ
サ

に
な
り
、
文
字
も
薄
れ
た
新
聞
に
何
度

も
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
新
聞

は
こ
れ
以
上
劣
化
が
進
ま
な
い
よ
う
に

中
性
紙
箱
に
入
れ
て
利
用
を
制
限
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
般
の
家
庭

に
残
っ
て
な
い
よ
う
な
古
い
新
聞
ほ
ど

利
用
者
か
ら
の
請
求
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
か
わ
り
に
登
場
す
る
の
が

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と

は
新
聞
な
ど
の
資
料
を
縮
写
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
こ
と

で
、
専
用
の
機
械
で
画
面
に
大
き
く
映
し
て
見
る
も

の
で
す
。新
聞
原
紙
は
保
存
用
と
し
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
聞
の
保

存
と
利
用
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

複
写
の
際
に
も
利
点
が
あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
複
数

号
を
合
綴
し
て
製
本
し
た
新
聞
原
紙
を
複
写
す
る
場

合
、
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
写
真
撮
影
し
て
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
紙
に
印
刷
し
て

い
る
の
で
、後
日
、製
品
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
写

真
撮
影
の
工
程
が
不
要
な
た
め
当
日
中
に
製
品
を
お

渡
し
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
利
用
者
に
大
変
重
宝
さ

れ
て
い
ま
す
（
目
が
疲
れ
る
の
が
欠
点
で
す
が
）。

　

当
館
の
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
入
手
経
路

に
よ
っ
て
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
一
つ
目
は
日
本
新
聞
教
育
文

化
財
団
と
共
同
で
最
新
の
新
聞
五
四

紙
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
た
も

の
、
二
つ
目
は
出
版
社
が
販
売
し
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し

た
も
の
、
三
つ
目
は
当
館
所
蔵
の
新

聞
原
紙
を
撮
影
し
て
作
っ
た
も
の
、

そ
し
て
四
つ
目
は
他
機
関
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
複
製
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
作
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
三
月
〜
四
月
は
二
つ
目
以
降
の
入
手
経
路
の
納
期

に
あ
た
る
た
め
書
庫
で
大
量
に
納
品
さ
れ
て
く
る
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
排
架
す
る
作
業
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。埃
に
ま
み
れ
な
が
ら
の
力
仕
事
で
す
が
、入
っ

た
ば
か
り
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
早
速
請
求
さ
れ

る
の
を
見
る
と
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

 

（
主
題
情
報
部
新
聞
課　

こ
い
の
ぼ
り
）

第
一
四
八
回　
「
女
學
生
ら
い
ふ
」

 

平
成
一
九
年
六
月
二
一
日
（
木
）
か
ら

 

八
月
一
四
日
（
火
）
ま
で

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

大
和
和
紀
の
漫
画
『
は
い
か
ら
さ
ん
が
通
る
』
の

矢
絣
・
袴
で
自
転
車
に
乗
る
姿
、
あ
る
い
は
吉
屋

信
子
の
小
説
に
登
場
す
る
優
美
な
少
女
。「
女
學
生
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮

か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
期
に
新
た
な
女
性
像
の
ひ
と
つ
と
し
て
登
場

し
た
女
学
生
は
、
時
代
風
俗
を
あ
ら
わ
す
象
徴
と
し

て
多
く
の
資
料
に
描
か
れ
ま
し
た
。
時
に
憧
憬
の
、

時
に
風
刺
の
的
と
な
り
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
生
活
も
移
り
変
わ
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
期
に
は
少
女
雑
誌
を
中
心
と
し
た
可

憐
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
独
自
の
女
学
生
文
化
が
花

開
き
ま
し
た
。

　

第
一
四
八
回
常
設
展
示
で
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
女
学
生
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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国立国会図書館のホームページをリニューアルしました

　平成19年 4 月 2 日に国立国会図書館のホームページを一新しました。平成14年10月
の前回のリニューアルから 4年半が経過し、ホームページを通じた情報発信のあり方
は大きく変化しています。当館においても、その変化に対応し、より利用しやすいホー
ムページとするため、今回のリニューアルでは大きく次の 3点を改善しました。

①使い勝手、利便性の向上
　ページの上部と下部に全ページ共通のナビゲーションバーを設け、主要なコンテン
ツやデータベース、基本情報へ、どのページからでもアクセスできるようにしました。
具体的には、マウスカーソルを当てると表示されるプルダウンメニューによって、コ
ンテンツの一覧を表示し、求める情報を探しやすくしました。また、全ページの上部
に「利用案内」という項目を設け、当館の各種サービスについて概要を説明し、そこ
からそれぞれのサービスの詳細な情報へジャンプできるようになっています。

②ウェブアクセシビリティ1の改善
　JISやWCAG2の規格に基づい
て、デザインやHTMLの構造を
見直し、ウェブアクセシビリティ
を改善しました。具体的には、高
齢者や障害を持つ人にも利用しや
すいよう、文字サイズや配色、音
声ブラウザでの読み上げなどに配
慮しました。

③情報発信機能の強化
　トップページに「スポットライ
ト」というコーナーを設け、注目
していただきたい情報を大きく取
り上げて紹介しています。RSS3

による新着情報の発信も始めまし
た。

　どなたにでも使いやすくなった、新しい国立国会図書館ホームページを、ぜひご利
用ください。 （総務部企画課電子情報企画室）

1  高齢者や障害を持つ人などが、心身の機能に関する制約に関係なく、ウェブで提供される情報
を利用できること。

2  W3C（World Wide Web Consortium）が勧告として公開している、ウェブアクセシビリティに
関するガイドライン。

3  RDF Site Summaryの略。ウェブ情報の見出しや要約などのメタデータを構造化して記述する
XML仕様の書式。主にウェブ情報の更新情報を公開するのに使われている。

お 知 ら せ

国立国会図書館ホームページ　URL：http://www.ndl.go.jp/
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帝国議会会議録検索システムにデータを追加しました

　国立国会図書館では、帝国議会会議録を検索・閲覧できる「帝国議会会議録検索シ
ステム」を作成し、ホームページ上で提供しております。

　このたび、第74回から第87回（昭和13年12月～昭和20年 6 月）の帝国議会会議録、
約 4万 7千ページ分のデータを新たに追加しました。
　今回の追加により、すでに提供している分とあわせ、第74回から戦後の第92回まで、
約 6万 2千ページの帝国議会会議録が検索できるようになりました。どうぞご利用く
ださい。

　今回追加した会議録は、目次・索引、発言者名からの検索が可能で、本文は画像で
ご覧いただけます。
　追加データの範囲は、国家総動員法の成立直後から、終戦の直前までの時期です。
この間に審議・制定された法律は、国防保安法、治安維持法改正法、言論・出版・集
会・結社等臨時取締法、戦時行政特例法、戦時緊急措置法などです。
＊追加分のデータは、 4月28日に提供を開始いたしました。

 （調査及び立法考査局）

お 知 ら せ

データベースへの入り方
国立国会図書館ホームページ
<http://www.ndl.go.jp>の「国会サー
ビス関連情報」からご利用いただけ
ます。
http://teikokugikai-i.ndl.go.jp/
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『日本全国書誌』冊子体の終刊および贈呈の終了について

　国立国会図書館では、国内で発行された出版物および外国で発行された日本語出版
物について、標準的な書誌情報を作成し、我が国の出版物の記録（全国書誌）として
広く国の内外に速報するため、『日本全国書誌』を提供しております。
　昭和23年にその前身である『納本月報』の刊行を開始して以来、長らく冊子の形態
で発行してまいりましたが、平成14年 4 月からは、ホームページ版のインターネット
による提供も開始いたしました。
　ホームページ版の提供から 4年が経過し、この間、インターネットの普及が大きく
進展したことから、当館では、冊子体については、平成19年 6 月26日刊行の2007年22
号をもって刊行を終了することといたしました。この度、第166回国会において国立
国会図書館法（昭和23年法律第 5号）の一部改正法が成立し（平成19年 3 月31日法律
第10号）、刊行終了等のために必要となる法整備も行われたところです。
　今後はホームページ版をご活用くださいますよう、お願い申し上げます。アドレス
は次のとおりです。
　http://www.ndl.go.jp/jp/publication/jnbwl/jnb_top.html

　これに伴い、ご寄贈いただいた出版物の書誌情報を掲載した『日本全国書誌』冊子
体の贈呈につきましても、平成19年 3 月末までの受理分にて終了することといたしま
した。平成19年 3 月末までに受理した資料については、冊子体の刊行終了までに書誌
情報をすべて掲載するとともに、従来どおり掲載号を贈呈させていただく予定です。
　なお、冊子体の贈呈終了後も、ご寄贈いただいた資料に関するお問い合わせについ
ては引き続き対応いたします。その場合は、別途お送りしております礼状に記載され
ている「資料問い合わせ番号」をご確認の上、収集部収集企画課庶務係までお問い合
わせください。

＜お問い合わせ先＞ 　　　　　　　　　　　　　　　
国立国会図書館　03-3581-2331（代表）　　　　

【『日本全国書誌』冊子体の終刊について】　　
書誌部書誌調整課　総括係　内線25111　　

【贈呈の終了について】　　　　　　　　　　
収集部収集企画課　庶務係　内線24110　　

お 知 ら せ
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第11回資料保存研修のご案内

　国立国会図書館では、国内の各種図書館等に在職する職員の方を対象に、資料保存
に関する基礎的な技術の習得を目的として、下記のとおり実技研修を実施します。

■テーマ　あなたにもできる図書館資料の保護と補修
　　　　　　－簡易補修、パンフレット製本、表紙と本体をつなぐ修理－ 

■日　時　平成19年 7 月12日（木）、 7月13日（金）
　　　　　10：00～16：30（両日とも同じ内容です）

■会　場　国立国会図書館東京本館（東京都千代田区永田町 1 -10- 1 ）

■内　容　午前：講義と研修教材による実技研修
　　　　　午後：研修生持参の資料による実技研修と破損資料の修理実演
　　　　　・実技研修の内容は、昨年実施した第10回資料保存研修と同内容です。
　　　　　 ・ 修理実演は、当館で用意する破損資料（無線綴じの本、和装本等）を用

いて行います。

■持参していただくもの
　　　　　 上製本で表紙と本体が分離している図書（A 5判またはB 5 判で厚さ 3 cm

程度のもの） 1冊、エプロン等

■申込方法、定員等
　・ 電子メールで、①氏名、②所属機関、③所在地、④電話番号、⑤受講希望日（ど

ちらでもよい場合は両方を書いてください）、⑥当館の遠隔研修「資料保存の基
本的な考え方」受講経験の有無を明記して、平成19年 6 月28日（木）までにお申
し込みください。電子メールの使えない機関のみ、FAXでお申し込みください。

　・ 定員は36名（各日18名）です。申込み多数の場合は、やむを得ず参加をご遠慮い
ただくことがあります。また、受講日についてもご希望にそえない場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。

　・ 過去に資料保存研修に参加されたことのある方のお申込み、同一機関からの複数
のお申込みは、ご遠慮ください。

　・参加費は無料です。受講日、持ち物の詳細等は後日、参加者にご連絡します。

■申込み・問い合わせ先
　　　　　国立国会図書館収集部資料保存課
　　　　　E-mail：hozonka@ndl.go.jp
　　　　　FAX：03（3592）0783
　　　　　電話：03（3506）3356（ダイヤルイン）

ご 案 内
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　〈テーマ別調べ方案内〉は、このインフォメーションカードの中から、提供するこ
とで利用者が自ら調査を行う際に役立つと思われるものを選び、さらに文言や内容に
ついて一般性・網羅性・詳細度といった点に留意して整理し、それをNDLホームペー
ジ上で提供したものです（2007年 4 月現在、インフォメーションカードの総数は903件、
そのうちの半数強の506テーマが〈テーマ別調べ方案内〉として提供されています。）。

≪提供までの流れ≫
　各分野のレファレンス担当者は、インフォメーションカードに登録されている情報
が〈テーマ別調べ方案内〉として多くの方に有用と判断した場合、まずインフォメー
ションカードの記述をもとに、編集用のシステム上で提供用テキストデータを新たに
編集します（この手順は、すでに提供している記事を修正するときも同様です。）。編
集にあたっては、文言や内容、書式等に誤りがないよう複数の職員で確認します。と
くに、逐次刊行物を含む多くの参考文献や外部サイトへのリンクを多く紹介している
ことから、最新の内容を記述しているか、リンク切れが起きていないか、といった点
に注意を払っています。その後、各担当による提供用テキストデータを集約し、内容
を確認した上で、原則として月に 1回の更新日にWebページに掲載しています。

≪レファレンス協同データベースとの連携≫
　〈テーマ別調べ方案内〉所収の記事のうち約120のテーマについて、全国の図書館が
自館のレファレンスの事例や調べ方のノウハウを登録する〈レファレンス協同データ
ベース〉の中の〈調べ方マニュアル〉に、NDC分類やキーワードなどを付与した上
で転載しています。
　図書館員個人による「気づき」やメモで始まった知識情報の「芽」は、館内での共
有、インターネットでの提供を経て、やがて全国の図書館で共有され利用者へのサー
ビスに活用されるノウハウへと育っていきます。

　〈テーマ別調べ方案内〉は提供開始以来、質・量の両面で拡充を続けてきましたが、
改善すべき点は多くあります。例えば、NDL作成の各種目録やデータベースと有機
的に連動して提供できていないこと、現行システムの制約上、テキストデータ以外の
多様な形式の情報を扱うことができないこと、即時的に情報を提供できていないこと
などが挙げられます。現在、これらの課題を克服し、より迅速に新鮮な情報を発信す
るための次期システムの構築が始まっています（詳細については、当連載第 7回で紹
介する予定です。）。
　情報環境の劇的な変化の中、「NDLだからこそ可能な情報提供とは何か」、「利用者
にとって有用なコンテンツとは何か」ということを自問しながら、私たちは日々、検
討を続けています。
 （主題情報部参考企画課　大

おおぬま

沼　太
た へ え

兵衛）

― 30 ―
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第 2回　テーマ別調べ方案内
　「我が家のご先祖が何をしていたか分かる本はありますか？」、「花粉症について詳
しく知りたいのですが…」など、利用者の「知りたいこと」は多岐にわたります。図
書館員に限らず、誰しもがある事柄について調べるときに重要なポイントのひとつに、
「どのように調べればいいのか」ということがあります。
　〈テーマ別調べ方案内〉は、国立国会図書館（以下「NDL」といいます。）が持つ、様々
なテーマに関する情報源や検索方法など、実践的な「調べ方のノウハウ」をホームペー
ジ上で紹介するコンテンツです。統計分野に特化した〈統計資料レファレンスガイド〉
と併せて、情報を求めている人が必要な情
報へ的確にたどり着くための案内を行って
います。具体的には、需要の高いテーマや
時事的なテーマ、独自のコレクション資料
について、各種情報源へのリンクや、参考
文献、関係機関情報や調査のコツなどの情
報を掲載しています。
　今回は、〈テーマ別調べ方案内〉のなり
たち、作成プロセス、今後の課題を中心に
ご紹介します。

≪なりたち≫
　レファレンスサービスに従事する図書館員にとって、職員間での「情報の共有」は
重要です。正確で均質なサービスを素早く利用者に提供するためには、レファレンス
や調べ物に役立つ各種のノウハウを蓄積し、職員がいつでも利用できるようにしてお
く必要があります。
　そのために、数年前までNDLでは【写真】のようなカード「インフォメーションカー
ド」を作成し、使用していました。利用者によく聞かれる質問や主題別の参考図書の
情報などを、「カード 1枚につき 1テーマ」という原則でまとめたもので、その数は
数百枚にのぼります。
　現在、このカードはデータベース化され、全職員がイントラネット上で利用するこ
とができます。カードの頃に比べて情報量が格段に増加し、新規記事の作成と既存記
事の加筆・修正が随時行えるようになりました。日々のレファレンス業務の中で見出
された知見はもちろん、館内コミュニティサイトでの情報交換や、担当者間での研修
を通じて生まれた情報もまた多数、投入されています。

知識をカタチに
―国立国会図書館が目指す「主題情報提供サービス」
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　国際子ども図書館では、 5月 5日、電子展示会「絵本ギャラリー」に新たなコンテ
ンツ【モダニズムの絵本　日常の中の芸術】を追加しました。同時に、18世紀後半か
ら19世紀の欧米の挿絵本を紹介する画像データベース【子どもの本　イメージの伝承】
に、新たにランドルフ・コルデコット、ケイト・グリーナウェイの作品を追加しました。
　「絵本ギャラリー」は、絵本の発祥から20世紀までの発展の流れを、内外の貴重な
絵本の画像や音声によりインターネット上で紹介するコンテンツです。これまでに提
供している 5つのコンテンツとともにお楽しみください。

【モダニズムの絵本　日常の中の芸術】
　1920年代初頭から30年代にかけて世界
各地で同時に起こった新しい芸術運動が
表現されている絵本10作品を掲載しまし
た。音声による日本語・英語の朗読また
は解説に、その時代をイメージするオリ
ジナルの音楽をつけて紹介します。ロシ
ア語の朗読や、しかけを動かして遊ぶこ
とのできるしかけ絵本もあります。

■アクセス方法■
　国際子ども図書館ホームページの「絵本ギャラリー」（URL： http://www.kodomo.go.jp/
gallery/）からコンテンツを選択してください。

■問い合わせ先■
国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課　　TEL：03-3827-2053（代表）

お 知 ら せ

本誌アンケートにご協力をお願いします

　このたび、『国立国会図書館月報』のアンケートを実施します。
　みなさまのご感想・ご意見をお聞きし、広報誌としてさらに内
容を充実させます。
　アンケート用紙は、本号に挟んであるほか、当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp/）にも掲載してあります。ご回答は、ファ
クシミリ、メールまたは郵便でお送りください。締め切りは 7月
31日です。
　詳しくはアンケート用紙をご覧ください。
 （総務部総務課編集係）

『イワン・イワーヌィチ・サモワール』より

絵本ギャラリー

【モダニズムの絵本 日常の中の芸術】の提供を開始



国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。

　　 国 立 国 会 図 書 館 月 報　　　　 平成19年 5月号（№554）

発 行 所　国 立 国 会 図 書 館 平成19年 5月20日発行　定価525円 　
 （本体500円）　　
編 集
責 任 者　矢 部 明 宏　　　　 発　　売　社団法人日本図書館協会

 印 刷 所　株式会社丸井工文社　

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします。本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には、
事前に当館総務部総務課に連絡してください。本誌517号以降、PDF版を当館ホームページ
（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
ISBN 978-4-87582-653-8 本文　中性再生紙使用

国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
　　　　　利用案内　電話　03（3506）3300（音声サービス）
　　　　　　　　　　電話　03（3506）3301（FAXサービス）

関 西 館　〒619-0287　京都府相楽郡精華町精華台8－1－3
　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
所 蔵 資 料　 当館の所蔵資料は、納本、購入、国際交換、寄贈等によって収

集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文

東京本館のサービス時間

関西館のサービス時間

開 館 時 間 　月～金曜日　9:30～19:00　土曜日　9:30～17:00
※ただし、音楽・映像資料室、憲政資料室、古典籍資料室の開室時間は17:00までです。

資料請求時間 　月～金曜日　9:30～18:00　土曜日　9:30～16:00
※ただし、音楽・映像資料室、人文総合情報室特別コレクション、憲政資料室および古
典籍資料室の資料請求時間は16:00までです。

即 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:00　土曜日　10:00～16:00
後 日 複 写 受 付　月～金曜日　10:00～18:30　土曜日　10:00～16:30
オンライン複写受付　月～金曜日　10:00～17:30　土曜日　10:00～15:30

開 館 時 間　10:00～18:00　　即 日 複 写 受 付　10:00～17:00
資料請求時間　10:00～17:15　　後 日 複 写 受 付　10:00～17:45
セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
　　　　　　 電　話　03（3523）0812
　　　　　　 F A X　03（3523）0842
　　　　　　 E-mail　hanbai@jla.or.jp

〒100－8924　東京都千代田区永田町１－10－１

　　　　　　 電　話　03（3581）2331（代表）

　　　　　　 F A X　03（3597）5617

　　　　　　 E-mail　geppo@ndl.go.jp
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 稀本あれこれ－471－　M.メッテール『印刷年報』（1719-41）
1  就任挨拶　知識は我らを豊かにする 長尾　　真
3  国立国会図書館における国際的な保存協力活動
 　―平成18年度の活動から―
3  　ネパールとの資料保存協力の現況
 　　―ネパール出張報告― 井坂　清信
6  　国際図書館連盟資料保存コア活動（IFLA/PAC）アジア･

　オセアニア地域センター長会議および日中韓資料保存会
　議―アジアにおける資料保存ネットワークの強化に向けて

 齋藤　友紀子　小林　直子
8  第36回日本法令沿革索引審議会の開催
9  平成18年度レファレンス研修
10 オーストラリア国立図書館長
 　ジャン・フラートン氏招へいの概要
12 オランダ王立図書館職員ディルク・タン氏招へいの概要
14 平成19年度の図書館員を対象とする研修計画について
16 国立国会図書館法の一部改正について（解説）

17 月例報告
22 遠客近客
23 国立国会図書館の編集・刊行物
23 NDL news
24 本屋にない本
25 館内スコープ
31  知識をカタチに
 　―国立国会図書館が目指す「主題情報提供サービス」⑵

 ＜お知らせ＞
25 常設展示のお知らせ
26 国立国会図書館のホームページをリニューアルしました
27 帝国議会会議録検索システムにデータを追加しました
28 『日本全国書誌』冊子体の終刊および贈呈の終了について
29 第11回資料保存研修のご案内
32 絵本ギャラリー「モダニズムの絵本　日常の中の芸術」の提供を開始
32 本誌アンケートにご協力をお願いします

（別刷）　アンケートにご協力のお願い
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